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　令和 4 年 7 月号に掲載した「飄々」について、多くの反響がありました。
　「飄々」は広報委員が自由に執筆する随筆を掲載しており、内容は執筆者の個人的な見解です。
記事の中では、新型コロナウイルスの mRNA ワクチンについて、見切り発車的に認可されたこと
や、将来不妊になる危険性があると書かれていますが、この点は厚生労働省が掲載している Q&A
で明確に否定されています（https://www.cov19-vaccine.mhlw.go.jp/qa/truth/）。
　山口県医師会としましては、今後も新型コロナウイルスのワクチン接種を推奨するという方針
に変わりありません。皆様に誤解を招く事態となりましたことを、お詫びいたします。

　この記事を執筆している 8 月上旬は、第 7 波の真っただ中にあり、山口県の新規感染者数も
連日、記録を更新しています。全国的に感染者数は増加していますが、重症者数や死者数は過去
に比べると少ない状況であり、これは、オミクロン株の特性に加えて、新型コロナウイルスワク
チン接種の効果によるものと思います。医療提供体制が逼迫しないように、引き続き、ワクチン
接種が大切だと痛感いたします。
　新型コロナウイルス感染症が収束し、いつも通りの生活に戻ることを願ってやみません。もっ
とも、マスクや手洗い・消毒などの感染対策は今後も必要に応じて続いていくのではないかと思っ
ています。

（常任理事　長谷川奈津江）
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次の会員がご逝去なさいました。謹んで哀悼の意を表します。
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林　田　重　昭　　 氏　　徳　山医師会　 8 月   9 日　享　年　76


